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概 要

NEBULAで使用する 84本の PMTについて gainを調べた。gainの高い順番にラベ
リングを行い、NEUTの第一面 60本、VETO24本に使用する予定。

1 実験条件

84本の PMT(浜松製R7724ASSY)に対して、以下のように gainの測定を行った。回路図
を図 1に示す。

Am線源が埋め込まれたプラスチックシンチレータ (直径 8.1mm,高さ 4.5mmの円柱型、
count rateは 33cps程度)を光電子増倍管の光電面の中心に置いた。接着面にはグリスを使用
した。茶筒をかぶせ、遮光テープを一巻きし、暗幕を被せて遮光をした。
光電子増倍管に-1400Vの印加電圧を与え、オシロスコープで波形を観測し、波高を記録

した。

図 1: 実験回路
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2 実験結果

実験結果を図 2に示す。gainが同程度の光電子増倍管をシンチレータの両端に使用したい
ため、gainの高い順 (すなわち波高が高い順)にラベル付けを行った。NEUTの第一面 30本
×UP/DOWN(計 60本)、VETO12本×UP/DOWN(計 24本)に使用する。

図 2: NEUT1面 60本、VETO24本の gain
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